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書籍タイトルにありがちな表題にしてみましたが、改

善活動が上手くいかない理由の考察は行いません。改

善活動が上手くいかない理由は、パターンが似ていたと

しても、組織や状況に応じて異なるものだと思います。

本稿では、改善活動が上手くいかない理由を理解する

ために、因果ループ図により状況を描く方法を紹介しま

す。 

◆ 因果の全体像を描く因果の全体像を描く因果の全体像を描く因果の全体像を描く 

図 1 は改善活動が上手くいかない場合の一例を、

因果ループ図によって表しています。因果ループ図

では『変数』と『リンク』によって因果関係の全体

像を描きます。図 1では、組織の改善活動に関する

状態が変数で表され、状態間の因果関係がリンクに

よって表されています。 

変数は、楕円の中の文字列で表されています。楕

円は必須ではなく、文字列だけで構いません。本稿

では見やすくするために楕円を用いています。変数

は、「～のレベル」「～の量」「～の数」「～の大きさ」

などと繋げることができる表現を用います。例では、

「成果物の質のレベル」「改善活動の実施の量」のよ

うに繋げることが出来ます。 

リンクは、矢印で表されています。リンクの元が

原因であり、リンクの先が結果です。例では、「成果

物の質のレベル」が「改善活動の強制の量」に影響

を与えると読むことができます。 

リンクの末端には「S」か「O」が示されています。

Sは Sameの頭文字で、因果関係が比例の関係にあ

ることを示しています。OはOppositeの頭文字で、

因果関係が反比例の関係にあることを示しています。

例では、「成果物の質のレベル」と「改善活動の強制

の量」に反比例の関係があります。つまり、「成果物

の質のレベル」が下がると「改善活動の強制の量」

が増えることを表します。 

◆ 平衡平衡平衡平衡フィードバックフィードバックフィードバックフィードバックループループループループ 

図 1の一部を図 2に示します。図 2では因果関係

が循環しています。これを『フィードバックループ』

と呼びます。フィードバックループには名前が付け

られていて、このループには「B1」と記されていま

す。Bは Balanceの頭文字で、平衡状態をつくるル

ープであることを示します。1は通し番号です。 
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B1のフィードバックループでは、「成果物の質」

が下がると、「改善活動の強制」が増え、「改善活動

の実施」が増え、「成果物の質」が上がることを示し

ています。つまり「成果物の質」が下がれば、「成果

物の質」が上がるように働きます。上がれば下がり、

下がれば上がるというようにフィードバックする働

きがあるので、平衡フィードバックループと呼ばれ

ます。 

◆ 拡張拡張拡張拡張フィードバックフィードバックフィードバックフィードバックループループループループ 

次に「R2」の因果ループを図 3に示します。Rは

Reinforce の頭文字で、拡張状態をつくるループで

あることを示します。2は通し番号です。 

R2の因果ループでは、「成果物の質」が下がると、

「改善活動の強制」が増え、「改善活動の実施」が増

え、「現場の忙しさ」が増し、「成果をあげることへ

の集中」が減り、「成果物の質」が下がることを示し

ています。つまり「成果物の質」が下がると「成果

物の質」が更に下がるように働きます。上がれば上

がり、下がれば下がるというようにフィードバック

が働くので、拡張フィードバックループと呼ばれま

す。 

 

 

 

 

 

◆ おわりにおわりにおわりにおわりに 

今回は、因果ループ図の基本構成要素である『変

数』と『リンク』を説明し、リンクが循環すること

で変数へとフィードバックが行われる『フィードバ

ックループ』を説明しました。また、フィードバッ

クループには、『平衡フィードバックループ』『拡張

フィードバックループ』があることを説明しました。 

次回は『遅れ』について紹介し、因果ループ図を

どのように使っていくのかを説明します。 

 

 

◆◇◆◇「それ」と「それ以外」で考える◆◇◆◇ 
 

オブジェクトモデリングスペシャリスト 土屋 正人 

 

問い：上から見ると円、横から見ると三角。これはいったい何？ 

答え：円錐 

 

 ポピュラな投影図の問題です。しかしながら、結構深い問題でも 

あります。円錐という答えを思いついた時点で、他の答えを考える 

ことをやめてしまっていないでしょうか？ もっといろいろな答え 

が考えられるかも知れません。そして、その中にはより優れた答え 

やアイデアがあるかも知れません。 

 

 円錐ではなく、円の上に三角形が円の直径上に垂直に乗っている 

のかも知れません。立体ではなく平面の組み合わせというわけです。 

あるいは円錐に四角形の板が、同じようにして挟まっているのかも 

知れません。板の厚さを考えなければこれでも条件を満たすことが 

出来ます。立体と平面の組み合わせというわけです。 

 

 立体、平面の組み合わせ、立体と平面の組み合わせ、と 3 通りの 

アイデアが出ましたが、それぞれ要素が単独ではなく複数だったら、 

と考えることで、さらにアイデアを増やすことが出来ます。 

 円錐の横の面に短い円柱が刺さっている、円に三角形が十字に組 

み合わさって乗っている、中間を切り取られた円錐の間を台形の板 

が繋いでいる、など斬新なアイデアが出てきます。 

 

 ここまでのアイデアは形状に着目したものばかりですが、形状と 

いう「それ」に対して「それ以外」を考えることで、発想を広げる 

ことが出来ます。例えば、色や模様、材質を考えるなどなど。 

 このアイデア創出の例は、中川邦夫氏の「問題解決の全体観」に 

書かれているもので、図を使ってわかりやすく説明されています。 

 

 「それ」と「それ以外」の思考法は、構造化プログラミングの実 

践で使われる、ワーニエ法や NS チャートの思考法と類似しています。 

要件定義や計画にも応用できます。そもそもシステム化検討のほと 

んどは問題解決のためですから、当然といえるでしょう。 

 人生で出会う様々な問題にも、応用できるのではないでしょうか。 
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